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本気で成績アップしたいあなたへ 

 
宝木校 

　小　林　祐　介 

 
　もしあなたが本気で「成績を上げたい！」と思っているなら、 

ぜひ以下の方法を試してみてください。効果は保証します！ 

 

１．「わかったふり」禁止！ 

　まずは、授業を聴いたり問題を解いたりしてよくわからない
ところがあったら、絶対にそのままにしておかないこと。調べ
たり質問したりして、必ず疑問を解消させておきましょう。面
倒だからと後回しにすると、結局そのままになってしまうこと
が多いからです。わからないことはその日のうちに解決するの
が大切です。 

 

２．宿題は「忘れないため」の作業 

　次に、宿題は必ずやってください。基本的に人間の脳は忘れるようにできているため、せっかく
覚えた学習内容も時間が経てば頭から抜けていきます。宿題は、その忘れを避けるための大切な作
業なのです。「忙しくてやる暇がなかった」という声も聞きます。しかし、きちんとやってくる人
は、忙しい中でもうまく時間を作ってやってきています。時間を有効に使うことは、テストの時間
配分にも役立ちます。 

 

３．学習目標を明確に 

　最後に、学習量は多いのに成績が上がらない人は、勉強する前にまずは「その日の目標」を設定
してみましょう。「Unit ○の単語をすべて読めて書けて意味がわかるようにする」など、できるだ
け具体的な目標が望ましいです。その目標が達成で
きれば、学習時間が短くても OK です。達成できな
いときは、できるまで何度でも繰り返してください。
時間で区切らずに目標達成でクリアとすることで、
集中力が上がって効果的な学習につながるはずです。
　この３つは、どれも地道で単純なことですが、徹
底すると確実に成績アップが見込めます。頑張って
ください！

 開倫塾 宝木校 

●開倫塾の塾生は「塾生目標(Ⅰ)(Ⅱ)(Ⅲ)」を実現、             ●塾生のひろば 

　 自分の未来は自分の力で切り開こう！　塾長 林　明夫                 　　 

●群馬県統一テスト・茨城統一テスト   ●私の勉強方法　No.197 
大泉校校長　羽鳥正彦　　結城校校長　川端康祐 　　 作新学院高等学校(雀宮校) 3年Ｔ・Ｈ 

●自己学習能力を育てよう   ●私の勧める勉強方法  本気で成績アップしたいあなたへ 
｢学習の３段階理論｣を使って結果の出せる勉強方法を身に着けよう　　　　　　宝木校　小林祐介

雀宮校の塾生
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Ｑ　

開
倫
塾｢

塾
生
目
標｣

と
は
何
で
す
か
。 

Ａ　

(

林
明
夫
。
以
下
省
略)

　

 
(

１)

開
倫
塾
で
は
、
開
倫
塾
で
学
ぶ
皆
様

を｢

塾
生｣

と
お
呼
び
し
ま
す
。
予
め
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

(

２)

開
倫
塾
で
は
、
塾
生
の
皆
様
お
一
人

お
一
人
が
、
開
倫
塾
の｢

塾
生
目
標｣

と

し
て
、｢(

Ⅰ)

学
校
成
績(

校
内
順
位)
ア

ッ
プ｣

、｢(

Ⅱ)

３
大
検
定
合
格｣

、｢(
Ⅲ)

第
一
志
望
校
合
格｣

を
実
現
、｢

自
分
の

未
来
は
自
分
の
力
で
切
り
開
く｣

こ
と
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

(

３)

こ
の｢

実
現｣

の
た
め
に
、
開
倫
塾
の

｢

全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
活
用
す
る
と

同
時
に
、｢

①
自
覚
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と｣

 
｢

②
効
果
の
上
が
る
学
習
方
法
を
身
に
着

け
る
こ
と｣

｢

③
辞
書
・
新
聞
・
読
書
・

図
書
館
に
慣
れ
親
し
み
、
読
解
力
を
身

に
着
け
る
こ
と｣

｢

④
長
時
間
自
己
学
習

能
力
を
身
に
着
け
る
こ
と｣

｢

⑤
開
倫
塾

で
、
毎
日
、
自
学
自
習
に
励
む
こ
と｣

を
、

開
倫
塾
全
体
で
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

〇
最
終
目
標
は
、｢

学
ん
だ
こ
と
を
、
自

分
の
こ
と
ば
で
い
え
る(

表
現
・
説
明

で
き
る)

こ
と｣

で
す
。
こ
れ
を｢

深
い

理
解｣

と
呼
び
、
開
倫
塾
で
は
、
塾
生

の
皆
様
に
お
す

す
め
し
て
い
ま

す
。 

〇
ま
ず
は
、
こ
の

こ
と
を
お
知
り

お
き
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

Ｑ　

｢(

Ⅰ)

学
校
成
績(

校
内
順
位)

ア
ッ
プ｣

の

た
め
に
は
、
何
を
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
す
か
。 

Ａ 
 
(

１)
｢

学
校
の
教
科
書｣

｢

学
校
の
問
題

集｣

を
ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
て
い
ね

い｢

理
解｣

し
、
全
部｢

覚
え
る｣

、｢

定

着｣

さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

(

２)

年
、
開
倫
塾
で
は
、｢

学
校
教

2025
科
書｣

｢

学
校
問
題
集｣

を
開
倫
塾
に

持
参
し
、
開
倫
塾
の
テ
キ
ス
ト
と
と

も
に
学
習
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。 

(

３)

①｢

学
校
成
績(

校
内
順
位)

ア
ッ

プ｣

に
は
、｢

定
期
試
験｣

や
学

校
の｢

テ
ス
ト｣

で
よ
い
点
数

(

で
き
れ
ば
、

点
満
点)

を
取

100

る
こ
と
が
、
役
立
ち
ま
す
。 

②
定
期
試
験
の
１
～
２
か
月
前
、

早
め
早
め
か
ら
、｢

学
校
教
科

書｣｢

学
校
問
題
集｣

を
全
部｢

理

解｣
し
、
ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で

覚
え
る
、｢

定
着｣

さ
せ
る
こ
と

で
す
。 

③
開
倫
塾
で
の｢
定
期
試
験
対
策｣

授
業
で
は
、
毎
日
、
夜

時
10

30

分(

東
京
は
夜

時)

ま
で
の

10

｢

自
学
自
習｣

に
お
励
み
く
だ
さ

い
。 

 

Ｑ　

｢(

Ⅱ)

３
大
検
定
合
格｣

の
た
め
に
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。 

Ａ　

(

１)

開
倫
塾
で
は
、

｢

英
語
検
定｣

｢

漢

字
検
定｣

｢

算
数
・

数
学
検
定｣

の
三

つ
の
検
定
試
験
を

｢

３
大
検
定｣

と

｢

定
義｣

。｢

３
大

検
定｣

の
す
べ
て

に
、
毎
年
合
格
す

る
こ
と
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。 

(

２)

こ
の
実
現
の
た
め
に
、｢

３
大
検
定

個
人
別
年
間
受
験
予
定
表｣

を
、
塾

生
の
皆
様
に
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

確
実
に
合
格
す
る
よ
う
ご
指
導
い
た

し
ま
す
。 

(

３)

①

年
度
か
ら
、
開
倫
塾
の
全
校

2025舎
で｢

小
学
英
検
５
級
合
格
講

座｣

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

②

年
度
か
ら
、
高
校
２
年
生
相

2025応
の｢

英
検
準
２
級
プ
ラ
ス｣

が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
早
め

早
め
に｢

英
検
４
級｣

｢

英
検
３

級｣｢

英
検
準
２
級｣

を
取
得
し
、

｢

英
検
準
２
級
プ
ラ
ス｣

合
格
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
く
希
望

し
ま
す
。 

③
医
学
部
医
学
科
や
、
ト
ッ
プ
校

・
難
関
大
学
を
目
指
す
に
は
、

｢

英
検
準
１
級｣

取
得
が
役
立
ち

ま
す
。
高
３
ま
で
に
、｢

英
検

準
１
級｣

合
格
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。 

 

Ｑ　

｢(

Ⅲ)

第
一
志
望
校
合
格｣

の
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。 

Ａ　

(

１)

開
倫
塾
で
は
、
自
分
の
一
番
行
き

た
い
学
校
を｢

第
一
志
望
校｣

と｢

定

義｣

。｢

第
一
志
望
校｣

へ
の
進
学
を
全

面
的
に
支
援
。
受
験
前
日
ま
で
徹
底

指
導
し
ま
す
。 

(
２)

｢

第
一
志
望
校

合
格｣

の
た
め

に
、
開
倫
塾
の

｢
全
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム｣
に
参
加
す

る
こ
と
。
同
時

に
、｢

①
受
験
生

と
し
て
の
自
覚｣

｢

②
効
果
の
上
が

る
学
習
方
法｣

｢

③
読
解
力｣

｢

④
長
時

間
自
己
学
習
能
力｣｢

⑤
開
倫
塾
で
の
、

毎
日
夜

時

分(

東
京
は
夜

時)

10

30

10

ま
で
の
自
学
自
習｣

が
極
め
て
有
効
で

す
。 

(

３)

医
学
部
医
学
科
や
、
ト
ッ
プ
校
・
難

関
校
合
格
に
は
、
小
学
生
、
中
学
生

の
う
ち
か
ら
、
特
に
、
高
校
生
は
、｢

辞

書｣
｢

新
聞｣

｢

読

書｣
｢

図
書
館｣

に

慣
れ
親
し
み
、

｢

読
解
力｣

を
身

に
着
け
る
の
が

最
短
の
道
で
す
。

受
験
当
日
ま
で
、

｢

辞
書｣

｢

新
聞｣

｢

本｣

を
手
放
さ

ず
親
し
む
こ
と

を
、
最
後
に
お

す
す
め
い
た
し

ま
す
。 

 

Ｑ　

最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
。 

Ａ　

(

１)

以
上
三
つ
の
開
倫
塾｢

塾
生
目
標｣

で
、｢

学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
こ
と

ば
で
い
え
る(

表
現
・
説
明
で
き
る)

こ
と｣

｢

深
い
理
解｣

を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。 

(

２)

こ
の｢

深
い
理
解｣

と
い
う
考
え
方

は
、
高
校
を
卒
業
し
、
大
学
・
短
期

大
学
・
専
門
学
校
・
専
修
学
校
、
さ

ら
に
は
、
大
学
院
で
学
ぶ
と
き
に
も
、

役
に
立
ち
ま
す
。 

(

３)

ま
た
、
社
会
に
出
て
、
仕
事
・
社

会
的
活
動
・
日
常
活
動
、
さ
ら
に
は
、

よ
く
生
き
る
た
め
に
も
、
役
に
立
ち

ま
す
。
一
生
、
役
に
立
ち
ま
す
。 

〇
学
校
時
代
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
、

し
っ
か
り
学
び
続
け
、｢

学
ん
だ

こ
と
を
、
自
分
の
こ
と
ば
で
い
え

る(

表
現
・
説
明
で
き
る)｣｢

深
い

理
解｣

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
客
員
教
授 

作

新

学

院

大

学

客

員

教

授 
 (

)

　　林 明夫塾長からのメッセージ　　
  

　

 

開
倫
塾
の
塾
生
は｢

塾
生
目
標(

Ⅰ)(

Ⅱ)(

Ⅲ
）
」
を
実
現
、 

    

　
　
　
　
　
　

自
分
の
未
来
は
自
分
の
力
で
切
り
開
こ
う
！ 

                           

　
　
　
　

                         
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
倫
塾　

塾
長  

林　
　
　

明　
　

夫 

　　　                   　  　　開倫塾教育講演会シリーズ 290
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大
泉
校
校
長　
　
　
　
　

 

羽　

鳥　

正　

彦 
 

１
．
群
馬
県
統
一
テ
ス
ト
と
は 

　

皆
さ
ん
が
「
テ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く

と
、「
定
期
テ
ス
ト
」
や
「
実
力
テ
ス
ト
」、「
漢

字
テ
ス
ト
」
や
「
計
算
テ
ス
ト
」
な
ど
、
学
校

で
受
け
る
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
。 

　

今
回
お
話
す
る
「
群
馬
県
統
一
テ
ス
ト
」
は
、

群
馬
県
全
域
で
実
施
さ
れ
る

「
模
擬
テ
ス
ト
」
で
す
。
中
学

校
の
枠
を
超
え
て
実
施
さ
れ
る

た
め
、
偏
差
値
や
合
格
判
定
の

精
度
が
高
く
、
志
望
校
を
決
定

す
る
上
で
の
重
要
な
資
料
に
な

り
ま
す
。
中
３
生
の
皆
さ
ん
は
、

こ
の
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
自
分

の
実
力
を
試
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

２
．
最
高
の
学
習
ツ
ー
ル
に 

　

「
模
擬
テ
ス
ト
」
を
な
ん
と
な
く
受
験
し
て
、

合
格
判
定
を
見
て
一
喜
一
憂
し
て
い
る
だ
け
で

は
、
残
念
な
が
ら
成
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
①
テ

ス
ト
前
、
②
テ
ス
ト
当
日
、
③
テ
ス
ト
終
了
後
、

④
テ
ス
ト
結
果
返
却
後
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
や
る

べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り

と
こ
な
す
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
実
力
は
ど
ん
ど

ん
上
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
以
下
に
、
順
を

追
っ
て
説
明
し
ま
す
。 

①
テ
ス
ト
前
…
出
題
範
囲
を
確
認
し
て
、
学
習

し
ま
し
ょ
う
。「
範
囲
が
広
す
ぎ
て
ど
こ
か
ら

手
を
付
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

人
は
、
ワ
ー
ク
の
「
ま
と
め
問
題
」
や
「
章

末
問
題
」
を
や
り
ま
し
ょ
う
。「
こ
の
計
算
問

題
は
、
で
き
な
か
っ
た
な
あ
」「
こ
の
時
代
の

こ
と
は
、
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
か
も
」
な

ど
、
苦
手
を
感
じ
た
単
元
に
つ
い
て
は
、
基

本
問
題
を
解
き
直
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

②
テ
ス
ト
当
日
…
本
番
と
同
じ
気
持
ち
で
テ
ス

ト
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
「
テ
ス

ト
を
受
け
て
い
る
と
き
の
姿
勢
」「
テ
ス
ト
が

早
め
に
終
わ
っ
た
後
の
態
度
」
な
ど
で
す
。

極
端
に
姿
勢
が
悪
か
っ
た
り
、
早
め
に
テ
ス

ト
を
終
わ
ら
せ
て
ぼ
ー
っ
と
し
た
り
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
テ
ス
ト
終
了
ま
で
集
中
し

ま
し
ょ
う
。「
本
番
で
は
き
ち
ん
と
や
る
か
ら

大
丈
夫
」
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
緊
張
し
て
い
る
と
「
普
段
の

よ
く
な
い
く
せ
」
が
出
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ま
た
、「
コ
ン
パ
ス
」
を
忘
れ
て
し
ま
う
人
が

多
い
の
も
模
擬
テ
ス
ト
の
特
徴
で
す
。
忘
れ

物
が
な
い
よ
う
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
テ
ス
ト
終
了
後
…
テ
ス
ト
を
受
験
し
た
当
日

は
、
問
題
の
内
容
や
自
分
の
思
考
の
記
憶
が

脳
内
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状

態
の
う
ち
に
、
自
己
採
点
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

解
き
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
問
題
が
あ
っ
た

ら
、
次
の
授
業
の
際
に
教
科
担
当
の
先
生
に

必
ず
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
テ
ス
ト
結
果
返
却
後
…
成
績
表
お
も
て
面
の

「
得
点
」「
偏
差
値
」「
合
格
可
能
性
グ
ラ
フ
」

な
ど
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
群
馬
県
統

一
テ
ス
ト
を
「
最
高
の
学
習
ツ
ー
ル
」
に
す

る
た
め
に
は
、
裏
面
に
注
目
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
成
績
表
の
裏
面
に
は
「
あ
な
た
の

解
答
と
問
題
別
の
正
答
率
」
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
間
違
え
た
問
題
は
色
分
け
が
さ
れ

て
い
て
、「
赤
色
」
は
正
答
率
が
高
い
簡
単
な

問
題
、「
緑
色
」
が
標
準
的
な
問
題
、「
青
色
」

は
正
答
率
が
低
い
難
問
を
示
し
て
い
ま
す
。

特
に
注
目
す
る
べ
き
「
赤
色
」
は
、「
他
の
受

験
者
の
ほ
と
ん
ど
が
正
解
し
た
の
に
、
あ
な

た
が
間
違
え
て
し
ま
っ
た
問
題
」
な
の
で
す
。

こ
の
問
題
を
含
む
単
元
こ
そ
が
、
そ
の
時
点

で
の
あ
な
た
の
「
弱
点
」
と
言
え
ま
す
。
重

点
的
に
復
習
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
「
赤
色
」

を
含
む
単
元
で
す
。
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

３
．
最
後
に 

　

こ
の
よ
う
に
、
１
回
の
テ
ス
ト
を
通
し
て
得

ら
れ
る
情
報
は
、
皆
さ
ん
が
想
像
し
て
い
る
以

上
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

効
率
よ
く
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
、
皆
さ
ん
の

成
績
ア
ッ
プ
や
志
望
校

合
格
に
必
ず
つ
な
が
り

ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。 

　
　
　
　
　
　
　

結
城
校
校
長 

川　

端　

康　

祐 
 

　
　
　

１
．
茨
城
統
一
テ
ス
ト
と
は 

  

茨
城
統
一
テ
ス
ト(

以
下
、
茨
統)

と
は
、
そ

の
名
の
通
り
全
県
統
一
で
行
わ
れ
る
模
擬
テ
ス

ト
で
す
。
歴
史
も
古
く
、
県
内
最
大
規
模
の
模

擬
テ
ス
ト
の
た
め
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
も
高
い

と
言
え
ま
す
。
全
県
で
同
時
期
に
同
一
問
題
で

行
う
テ
ス
ト
は
、
入
試
と
学
力
診
断
テ
ス
ト(

以

下
、
学
診)

を
除
け
ば
「
茨
統
」
く
ら
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
「
茨
統
」
は
学
診
と

は
ま
っ
た
く
性
質
が
異
な
り
、
完
全
に
入
試
対

策
の
た
め
の
模
擬
テ
ス
ト
で
、
問
題
の
水
準
や

傾
向
が
、
ま
さ
に
茨
城
県
の
入
試
に
沿
っ
た
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。
成
績
表
に
は
、
平
均
点
、

偏
差
値
、
県
内
順
位
、
志
望
校
ご
と
の
順
位
、

合
格
可
能
性
が
６
段
階
で
判
定
さ
れ
、
現
時
点

で
の
自
分
の
立
ち
位
置
が
詳
し
く
わ
か
り
ま
す
。

対
象
は
中
１
生
～
中
３
生
で
す
が
、
中
３
生
に

つ
い
て
は
６
月
以
降
毎
月
実
施
し
ま
す
。
各
回

ご
と
に
範
囲
も
定
ま
っ
て
お
り
、
全
７
回
を
通

じ
て
（
３
月
も
受
け
れ
ば
８
回
）
中
学
３
年
間

の
全
範
囲
が
網
羅

さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
中
３
生

は
７
回
全
部
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。 

 

２
．
茨
統
を
受
け
る
意
義 

　

次
に
、
茨
統
を
受
け
る
目
的
に
つ
い
て
三
つ

お
話
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、
前
段
で
述
べ
た
と

お
り
、
県
立
入
試
に
向
け
、
県
内
で
の
自
分
の

立
ち
位
置
を
把
握
し
、
志
望
校
ま
で
の
距
離
を

測
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
勉
強

量
や
ペ
ー
ス
な
ど
学
習
計
画
も
違
っ
て
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
入
試
と
同
水
準
、
同
傾
向
の
問
題

に
慣
れ
る
こ
と
で
す
。
問
題
の
質
や
傾
向
に
頭

を
慣
ら
す
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
入
試
前

に
過
去
問
練
習
を
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

模
擬
テ
ス
ト
な
ら
何
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
試
に
沿
っ
た
傾
向
と
い
う

と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
の
で
す
。
但
し
、
最
初

か
ら
入
試
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
少
々
難
し
す
ぎ

る
の
で
、
９
月
頃
ま
で
は
、
少
し
易
し
め
な
作

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
つ
目
が
最

も
重
要
な
点
で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
は
何
が
で

き
て
い
な
い
か
を
知
り
、
そ
れ
を
修
正
を
す
る

た
め
の
材
料
と
な
る
こ
と
で
す
。
成
績
表
に
は
、

設
問
や
項
目
ご
と
の
正
誤
表
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
弱
点
項
目
を
し
っ
か
り
と
抽

出
し
て
補
う
、
そ
れ
が
最
も
効
果
的
な
実
力
ア

ッ
プ
へ
の
道
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
３
年
分
の

内
容
の
中
か
ら
、
何
が
で
き
て
い
な
い
か
を
発

見
す
る
の
は
、
と
て
も
時
間
と
労
力
の
か
か
る

作
業
で
す
。
茨
統
で
は
そ
れ
が
７
～
８
回
に
分

け
て
出
題
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
験
勉
強
に
不
可

欠
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

　

以
上
の
三
つ
の
目
的
を
充
分
に
果
た
せ
る
の

が
茨
統
で
す
。
皆
さ
ん
の
通
っ
て
い
る
校
舎
で

受
験
が
可
能
で
す
。
受
験
料
が
別
途
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
テ
ス
ト

で
す
。 

  
 ３

．
中
１
、
２
生
の
模
擬
テ
ス
ト
に
つ
い
て　

 

　

中
１
、
中
２
生
の
場
合
は
、
テ
ス
ト
と
い
え

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
定
期
テ
ス
ト
を
思
い
浮

か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

定
期
テ
ス
ト
に
向
け
、
範
囲
を
し
っ
か
り
勉
強

す
る
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
し
、
そ
の
結
果
は

調
査
書
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
で
す
。
し

か
し
、
入
試
は
全
県
１
学
区
。
全
県
の
同
学
年

生
が
ラ
イ
バ
ル
で
す
。
た
ま
に
は
校
内
順
位
で

は
な
く
、
全
県
順
位
と
い
う
視
点
で
客
観
的
に

自
分
を
見
て
み
る
の
も
よ
い
刺
激
に
な
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
か
ら
の
出
題
が
多
い
定

期
テ
ス
ト
の
結
果
が
本
当
の
実
力
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。
何
が
出
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に

対
応
す
る
力
こ
そ
が
入

試
で
必
要
な
真
の
実
力

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
経

験
値
を
積
む
こ
と
は
重

要
で
す
。
全
部
と
は
言

い
ま
せ
ん
が
、
年
に
２

～
３
回
く
ら
い
は
受
け

た
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
何
事
も
早
め
の
準

備
が
大
切
で
す
よ
。 

               
 

群
馬
県
統
一
テ
ス
ト　

  　開倫塾の行事
 

茨
城
統
一
テ
ス
ト
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英
検
５
級 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
久
井  

一　

則 

¨
今
月
は
、「These 

are
～.
とThose 

are

～.

の
文
」
を
学
習
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
身
近

に
あ
る
も
の
を
指
す
と
き
は
、This is
～.

「
こ

れ
は
～
で
す
。」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
は
学

習
し
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
も
の
は
、That is

～.

「
あ
れ
は
～
で
す
。」

と
い
う
表
現
を
使
い
ま
す
。 

¨this

やthat

は
、
指
す
も
の
が
単
数
の
場

合
に
使
い
ま
す
。
単
数
と
は
、
一
つ
（
一
人
）

を
意
味
し
ま
す
。
指
し
て
い
る
も
の
が
二
つ
以

上
（
複
数
）
あ
る
場
合
は
、this

をthese

に
、

that

をthose

に
か
え
て
、These are

～.

「
こ

れ
ら
は
～
で
す
。」 Those are

～.

「
あ
れ
ら

は
～
で
す
。」
の
よ
う
に
表
現

し
ま
す
。These, 

Those

で

書
き
始
め
る
場
合
は
、is

で

は
な
くare

を
使
っ
て
「
～

で
す
」
を
表
し
ま
す
。
例
文

を
使
っ
て
練
習
し
ま
し
ょ
う
。 

                
 

英
検
４
級 

津
久
井　

一　

則 

¨
今
月
は
、｢

動
詞
と
一
般
動
詞
の
過
去
形｣

be

を
学
習
し
ま
す
。am

･are
･is

は
「
～
で
す
、（
～

に
）
い
ま
す
」
を
意
味
し
ま
す
ね
。am

とis

は
過
去
形
に
す
る
とw

as

に
な
り
、are

を
過

去
形
に
す
る
とw

ere

に
な
り
ま
す
。I am

 in 
Tokyo now

.

「
私
は
今
東
京
に
い
ま
す
。」
がI 

w
as in Tokyo yesterday.

に
す
る
と
、「
私

は
昨
日
、
東
京
に
い
ま
し
た
。」
と
な
り
ま
す
。

¨
一
般
動
詞
の
過
去
形
は
、
動
詞
の
後
ろ
にd

(ed
)

を
つ
け
て
過
去
の
表
現
に
す
る
も
の
と
、

形
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
と
が
あ

り
ま
す
。I play tennis.

はI played tennis 
last 

w
eek.

で
「
私
は
先
週
テ
ニ
ス
を
し
ま
し

た
。」
と
な
り
、I go to D

isneyland. 

はI 

w
ent to D

isneyland last m
onth.

で
「
私
は

先
月
デ
イ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し
た
。」
と

な
り
ま
す
。
不
規
則
に
覚
え
る
動
詞
は
、
テ
キ

ス
ト
に
出
て
き
た
と
き
に
、
そ
の
つ
ど
覚
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

英
検
３
級 

松　

枝　

達　

也 

¨
今
月
は
、「
受
け
身
の
文
」
を
学
習
し
ま
す
。

受
け
身
の
文
は<

動
詞
＋
過
去
分
詞>

の
形
で

be

作
り
、「
～
さ
れ
る
、
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意

味
を
表
し
ま
す
。
例
を
あ
げ
る
と
、K

en 
uses 

this 
pen.(

ケ
ン
は
こ
の
ペ
ン
を
使
い
ま
す)

を

受
け
身
の
文
に
す
る
と
、This pen is used 

by 
K

en.(

こ
の
ペ
ン
は
ケ
ン
に
使
わ
れ
ま
す)

と
な
り
ま
す
。 

¨
受
け
身
の
文
も
５
級
で
学
習
し
た

動
詞
の

be

あ
る
文
で
す
。
疑
問
文
に
す
る
と
き
は

動
詞

be

を
文
頭
に
、
否
定
文
に
す
る
に
は

動
詞
の
う

be

し
ろ
にnot
を
つ
け
る
、
過
去
形
に
す
る
と
き

は

動
詞
をw

as･w
ere

に
変
え
れ
ば
で
き
あ

be
が
り
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
以
前
学
習
し
た
こ

と
も
あ
わ
せ
て
新
し
い
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
過
去
分
詞
形
も
一
つ
ず
つ
正
し
く
覚

え
ま
し
ょ
う
。 

 

小
５
算
数 

 
 
 
 

伊　

藤　

幸
一
郎 

¨
今
月
は
、「
体
積
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
水
の
か
さ
」
に
つ
い
て
勉
強
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。「
か
さ
」
と
は
「
も

の
の
大
き
さ
」
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
「
か
さ
」

の
こ
と
を
「
体
積
」
と
も
い
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
出
て
き
た
「
か
さ
」
の
単
位
は
リ
ッ
ト
ル

や
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
、
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
な
ど
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
も
ま
た
登
場
し
ま
す
が
、

小
５
生
以
降
で
よ
く
出
て
く
る
体
積
の
単
位
は
、

「
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
も
の
で
す
。

「
一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
と
は
「
一
辺
が

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
立
方
体
の
体
積
」
つ
ま

り
一
セ
ン
チ
サ
イ
ズ
の
「
サ
イ
コ
ロ
」
の
大
き

さ
の
こ
と
で
す
。
直
方
体
や
立
方
体
の
体
積
は

「
こ
の
サ
イ
コ
ロ
が
何
個
入
る
か
」
で
考
え
ま

す
。
求
め
方
の
式
や
単
位
同
士
の
比
較
も
登
場

し
ま
す
の
で
、
一
つ
ず
つ
確
実
に
マ
ス
タ
ー
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

小
５
国
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

尾　

花　
　
　

陽 

¨
今
月
は
、
ほ
ぼ
毎
月
実
施
さ
れ
る｢

月
例
テ
ス

ト｣

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
、

授
業
で
学
習
し
た
内
容
が｢

理
解｣｢

定
着｣

で
き

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
100

点
満
点
を
目
指
し
て
、
十
分
な
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
テ
ス
ト
で
は
何
が

出
題
さ
れ
る
の
か
を
範
囲
表
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
校
舎
で
配
付
さ
れ
た｢

対
策
プ

リ
ン
ト｣

を
解
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
中
に
不
得
意

な
と
こ
ろ
が
あ
る
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
の
問
題

を
や
り
直
し
て
解
決
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す

べ
て
の
漢
字
の
読
み
書
き
が
正
し
く
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
テ
キ
ス
ト
を

繰
り
返
し
練
習
し
、
仕
上
げ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

月
例
テ
ス
ト
に
は
類
似
の
問
題
が
出
題
さ
れ
ま

す
の
で
、
念
入
り
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

¨
学
習
内
容
は
積
み
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
新

し
い
こ
と
を
学
ぶ
た
び
に
完
璧
に
習
得
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
月
例
テ

ス
ト
を
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

小
６
算
数                       

　

 

麓　
　
　

貴　

行 

¨
今
月
は
、「
分
数
と
整
数
の
か
け
算
と
わ
り
算
」

を
学
習
し
ま
す
。
こ
の
単
元
は
、
次
の
分
数
ど

う
し
の
か
け
算
と
わ
り
算
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
こ
で
き
ち
ん
と
学
習
し
て
、
次
の
単
元
へ
つ

な
げ
て
く
だ
さ
い
。 

¨
計
算
の
や
り
方
は
、
か
け
算
で
は
、
整
数
を

分
数
の
分
子
に
乗
せ
て
か
け
算
を
し
ま
す
。
ま

た
、
わ
り
算
で
は
、
逆
に
整
数
を
分
数
の
分
母

に
移
動
し
て
か
け
算
を
し
ま
す
。
か
け
算
と
わ

り
算
で
は
計
算
方
法
が
違
い
ま
す
。
計
算
練
習

を
た
く
さ
ん
行
っ
て
「
定
着
」
を
図
り
ま
し
ょ

う
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
帯
分
数
の

と
き
の
計
算
で
す
。
そ
の
ま
ま
で
計
算
す
る
の

で
は
な
く
、
帯
分
数
を
仮
分
数
に
直
し
て
か
ら

計
算
を
し
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
文
章
問
題
も
出

て
き
ま
す
。
文
章
を
よ
く
読
ん
で
「
理
解
」
し
、

か
け
算
・
わ
り
算
を
見
極
め
て
解
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

小
６
国
語 

前　

田　
　
　

匠 

¨
小
６
生
の
皆
さ
ん
、
漢
字
検
定
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
か
。
開
倫
塾
の
各
校
舎
で
は
、
漢
字
検

定
の
対
策
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
漢
字
検

定
の
合
格
に
は
、
過
去
問
演
習
を
し
、
書
け
な

か
っ
た
漢
字
の
書
き
取
り
練
習
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
書
け
な
か
っ
た
字
が
多
く
て
も
あ

き
ら
め
ず
に
、
書
き
取
り
練
習
を
必
ず
行
い
ま

し
ょ
う
。
初
め
は
合
格
点
を
取
れ
な
く
て
も
、

５
回
目
く
ら
い
の
過
去
問
演
習
で
得
点
が
上
が

る
塾
生
が
多
い
で
す
。
ま
ず
は
問
題
演
習
を
通

じ
て
書
け
な
い
漢
字
を
知
り
、
書
き
取
り
練
習

に
励
ん
で
多
く
の
漢
字
を
覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

¨
漢
字
検
定
を
取
得
し
て
書
い
た
り
読
ん
だ
り

で
き
る
字
が
多
く
な
れ
ば
、
試
験
や
入
試
の
得

点
の
基
盤
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
生
活

で
も
活
か
せ
る(

応
用)

場
面
は
多
い
で
す
。「
一

石
二
鳥
」
の
気
持
ち
で
、
漢
字
検
定
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

中
１
英
語 

津 

久 

井　
　

幸 

¨
今
月
は
、「can

の
文
」
を
学
習
し
ま
す
。can

は
助
動
詞
で
、「can

＋
動
詞
の
原
形
」
の
形
で
、

で
き
る
こ
と
を
述
べ
る
文
と
な
り
ま
す
。
動
詞

の
原
形
と
は
、
三
単
現
の
s
を
と
っ
た
動
詞
の

も
と
の
形
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
早
速
例
文
で

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。①H

e can sing w
ell.

(

彼
は
上
手
に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。)

②H
e 

can not sing w
ell.(

彼
は
上
手
に
歌
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。)

否
定
文
は
、
助
動
詞(can)

の
後
にnot

を
入
れ
ま
す
。
な
お
、can not

の

短
縮
形
はcannot/can't

と
な
り
ま
す
。
③

Can he sing w
ell?(

彼
は
上
手
に
歌
う
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。)

疑
問
文
は
、
助
動
詞(can)

を
文
の
初
め
に
も
っ
て
い
き
ま
す
。
助
動
詞

(can)

の
疑
問
文
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
ま
す
。

Yes, he can. / N
o, he cannot.(

can't)
(

は

い
、
歌
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。)(

い
い
え
、
歌
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。)

た

く
さ
ん
問
題
を
解
い
て

「
理
解
」
を
深
め
ま
し
ょ

う
。 

 
 

自 

己 

学 

習 

能 

力 

を 

育 

て 

よ 

う 
        

 

　
｢

学
習
の
３
段
階
理
論｣

を
使
っ
て
結
果
の
出
せ
る
勉
強
方
法
を
身
に
着
け
よ
う 

小 
学 

部

中 

学 

部

  　自己学習能力を育てよう
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中
１
数
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冨　

田　

凌　

汰 
¨
今
月
は
、「
文
字
と
式
」
を
学
習
し
ま
す
。
こ

の
単
元
で
は
、
最
初
に
文
字
式
の
表
し
方
を
学

び
ま
す
。
ま
ず
は
、
積
や
商
の
表
し
方
で
す
。

積
と
商
の
記
号
が
省
略
さ
れ
、
積
は
文
字
ど
う

し
を
く
っ
つ
け
て
、
商
は
分
数
で
表
し
ま
す
。

こ
こ
は
、
数
学
の
基
本
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
授
業
で
確
実
に
「
定
着
」
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

¨
文
字
式
の
表
し
方
が
で
き
た
ら
、
次
は
そ
れ

を
使
っ
て
数
量
関
係
を
式
で
表
し
ま
す
。
代
金

や
個
数
、
速
さ
、
割
合
、
面
積
・
体
積
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
数
量
が
表
せ
ま
す
。
数
学
を
学
ぶ
上

で
数
量
や
事
柄
を
文
字
式
で
表
す
こ
と
は
、
と

て
も
重
要
で
す
。
し
っ
か
り
と
身
に
着
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
文
字
に
数
値
を
当
て

は
め
る
（
代
入
す
る
）
こ
と
で
実
際
の
値
も
計

算
で
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
は
と
て
も
重
要
な

単
元
で
す
。
一
つ
一
つ
練
習
し
、「
理
解
」・
「
定

着
」
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

                 
 

中
１
国
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

磯　

貝　

直　

希 

¨
今
月
は
、「
言
葉
の
単
位
」
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
言
葉
に
は
、
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
（
単

位
）
が
あ
り
ま
す
。
一
番
大
き
い
単
位
は
文
章

で
す
。
文
章
は
、
い
く
つ
か
の
段
落
に
分
か
れ

て
い
て
、
全
体
で
一
つ
の
テ
ー
マ
や
考
え
を
伝

え
ま
す
。
段
落
は
文
章
の
中
の
小
さ
い
ま
と
ま

り
で
、
一
つ
の
話
題
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
る
の
が
文
で
す
。
文

は
、
一
つ
の
意
味
を
表
す
言
葉
の
単
位
で
、「
桜

が
咲
い
た
。」
の
よ
う
に
、
主
語
と
述
語
を
基
本

に
作
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
文
の
中
を
さ
ら
に

区
切
っ
た
も
の
が
文
節
で
す
。
「
桜
が
／
咲
い

た
。」
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
、
間
に
「
ネ
」
な
ど

を
入
れ
て
区
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
番
小

さ
な
単
位
が
単
語
で
、「
桜
／
が
／
咲
い
／
た
。」

と
分
け
ら
れ
ま
す
。 

¨
こ
れ
ら
の
言
葉
の
単
位
を
知
る
と
、
文
法
の

学
習
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
文
章
を
読
ん
だ
り

書
い
た
り
す
る
と
き
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

 

中
１
理
科 

飯　

野　

健　

二 

¨
今
月
は
、「
植
物
の
な
か
ま
分
け
」
を
学
習
し

ま
す
。
植
物
は
、
種
子
植
物
と
種
子
を
つ
く
ら

な
い
植
物
に
分
類
で
き
ま
す
。
種
子
を
つ
く
ら

な
い
植
物
は
胞
子
で
ふ
え
る
シ
ダ
植
物
と
コ
ケ

植
物
が
あ
り
ま
す
。
種
子
植
物
は
、
被
子
植
物

と
裸
子
植
物
に
分
類
で
き
ま
す
。
裸
子
植
物
は

子
房
が
な
く
胚
珠
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

マ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
被
子
植
物
は
、
双
子
葉
類

と
単
子
葉
類
に
分
類
で
き
ま
す
。
単
子
葉
類
は

イ
ネ
の
よ
う
に
子
葉
の
数
が
一
枚
・
平
行
脈
・

ひ
げ
根
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
双
子
葉
類

は
、
ア
ブ
ラ
ナ
の
花
の
よ
う
に
花
弁
が
互
い
に

離
れ
て
い
る
離
弁
花
と
、
ア
サ
ガ
オ
の
花
の
よ

う
に
花
弁
が
く
っ
つ
い
て
い
る
合
弁
花
に
分
類

で
き
ま
す
。 

¨
植
物
の
な
か
ま
分
け
は
、
大
き
く
分
け
る
点

を
先
に
分
類
し
、
そ
の
後
に
細
か
い
違
い
を
比

べ
る
と
、
分
類
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

中
１
社
会                      

　
　

 

巻　

島　

彰　

徳 

¨
今
月
は
、「
人
々
の
生
活
と
環
境
」
を
学
習
し

ま
す
。
こ
の
単
元
で
は
、
世
界
各
地
の
気
候
の

名
称
と
特
徴
を
覚
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
気
候
の
説
明
と
雨
温
図
を
関
連
づ
け

て
「
理
解
」
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
雨
温
図
を

自
分
で
ノ
ー
ト
に
か
き
、
特
徴
を
覚
え
て
い
く

こ
と
が
、「
定
着
」
へ
の
第
一
歩
で
す
。
雨
温
図

を
見
た
瞬
間
に
気
候
の
名
称
が
言
え
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

¨
ま
た
、
こ
の
単
元
で
は
「
人
々
の
暮
ら
し
」

に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
す
。
例
え
ば
熱
帯
雨
林

気
候
の
地
域
で
暮
ら
す
人
々
は
、
湿
気
や
熱
が

こ
も
り
に
く
く
、
風
通
し
が
よ
い
家
に
住
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
人
々
の
暮
ら
し
と
気

候
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
、
そ
の

よ
う
な
建
物
に
住
む
の
か
」「
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の

衣
服
を
身
に
着
け
る
の
か
」
な
ど
、
衣
食
住
の

特
徴
を
気
候
と
関
連
づ
け
て
学
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。 

               
 

中
２
英
語 

高　

橋　

保　

博 

¨
今
月
は
、「
未
来
を
表
す
表
現
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
英
語
で
は
、「
現
在
」
や
「
過
去
」

を
表
す
と
き
に
は
、
動
詞
の
形
を
変
化
さ
せ
て

「
現
在
形
」
や
「
過
去
形
」
で
表
現
し
ま
す
。

し
か
し
、「
未
来
」
を
表
す
動
詞
の
「
未
来
形
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
助
動
詞w

ill

＋
動
詞
の
原
形
」
や
「
進
行
形be going to

＋

動
詞
の
原
形
」
の
助
け
を
借
り
て
、
未
来
の
こ

と
を
表
現
し
ま
す
。 

¨
「w

ill

＋
動
詞
の
原
形
」
は
、「
～
し
よ
う
と

思
う
、
～
す
る
つ
も
り
で
す
」
と
、
そ
の
場
で

決
め
た
り
、
思
い
つ
い
た
り
し
た
未
来
の
こ
と

を
表
現
す
る
と
き
や
、「
～
で
し
ょ
う
、
～
だ
ろ

う
」
と
話
し
手
の
推
測
を
表
現
す
る
と
き
に
使

い
ま
す
。 

¨
も
う
一
方
の
「be going to 

＋
動
詞
の
原
形
」

は
、
あ
ら
か
じ
め
～
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
予

定
の
行
動
（
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
未
来
）
に

向
か
っ
て
「
行
く
と
い
う
動
作
」
が
進
行
し
て

い
る
と
い
う
形
だ
と
考
え
れ
ば
「
理
解
」
し
や

す
い
で
し
ょ
う
。 
 

中
２
数
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

 

出　

口　

楓　

雅 

¨
今
月
は
、「
連
立
方
程
式
の
解
き
方
」
を
学
習

し
ま
す
。
ま
ず
こ
の
単
元
で
は
、
中
１
生
で
習

っ
た
方
程
式
の
考
え
方
を
使
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
解
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
文
字
が
２
種
類
使
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
二
つ
の
文
字
か
ら
同
時
に
解
を
導
き
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

¨
そ
こ
で
使
う
の
が
、「
加
減
法
」「
代
入
法
」

の
二
つ
の
解
き
方
で
す
。
ど
ち
ら
か
を
使
っ
て

文
字
を
１
種
類
に
ま
と
め
る
と
、
方
程
式
を
解

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
つ
の
等
式
の
右
辺
と

左
辺
ど
う
し
を
足
し
た
り
引
い
た
り
す
る
「
加

減
法
」、
一
方
の
文
字
に
つ
い
て
解
い
た
式
を
も

う
一
方
の
式
に
代
入
す
る
「
代
入
法
」、
こ
の
二

つ
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
多
く

の
問
題
を
解
き
、
多
様
な
問
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

 

中
２
国
語 

大　

和　
　
　

栄 

¨
今
月
は
、「
用
言
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

用
言
は
活
用
す
る
自
立
語
で
、
単
独
で
述
語
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
言
葉
で
す
。
用
言
に
は
、

動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
が
あ
り
、
後
に
続

く
言
葉
や
、
文
中
で
の
働
き
に
よ
り
、
語
の
形

が
規
則
的
に
変
化
し
ま
す
。
例
え
ば
「
走
る
」

と
い
う
動
詞
の
下
に
「
な
い
」
を
つ
け
る
と
、「
走

ら
な
い
」
と
変
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

の
形
を
「
活
用
形
」
と
い
い
、
未
然
形
・
連
用

形
・
終
止
形
・
連
体
形
・
仮
定
形
・
命
令
形
が

あ
り
ま
す
。 

¨
ま
た
、
動
詞
は
、
活
用
の
仕
方
が
単
語
に
よ

っ
て
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
五
つ
の
活
用
の
種

類
に
分
類
し
て
覚
え
ま
す
。
動
詞
の
活
用
形
と

活
用
の
種
類
を
正
確
に
「
理
解
」
し
ま
し
ょ
う
。

覚
え
る
た
め
に
活
用
表
を
つ
く
り
、
教
科
書
に

出
て
き
た
文
章
か
ら
用
言
を
見
つ
け
、
活
用
形

と
活
用
の
種
類
が
す
ぐ
に
判
断
で
き
る
よ
う
に

練
習
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。 

 

中
２
理
科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

川　

端　

康　

祐 

¨
今
月
は
化
学
変
化
の
続
き
で
、「
酸
化
・
還
元

と
熱
」
を
学
習
し
ま
す
。
ま
ず
酸
化
と
は
、
酸

素
と
結
び
つ
く
化
学
変
化
の
こ
と
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
で
き
た
物
質
は
酸
化
物
と
よ
び
ま
す
。

も
っ
と
も
身
近
な
例
は
自
転
車
の
錆
で
す
。
金

属
が
ゆ
っ
く
り
酸
化
さ
れ
る
と
赤
色
っ
ぽ
く
変

色
し
ま
す
。
ま
た
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
酸
化
で

生
じ
る
熱
を
利
用
し
た
物
で
す
。
こ
ち
ら
の
場

合
、
金
属
は
黒
っ
ぽ
く
変
色
し
ま
す
。
中
に
は

白
っ
ぽ
く
変
色
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
同
じ

酸
化
な
の
に
色
が
違
う
の
は
、
興
味
深
く
不
思

議
で
す
ね
。 

¨
次
に
還
元
と
は
、
酸
化
物
が
酸
素
を
失
う
化

学
変
化
の
こ
と
で
す
。
製
鉄
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
は
、
こ
の
酸
化
と
還
元
は
同
時
に
起

こ
っ
て
い
き
ま
す
。
物
質
ど
う
し
で
お
互
い
を

酸
化
し
た
り
還
元
し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
単
元
で
は
化
学
反
応
式
は
必
要
不
可
欠
で

す
。
今
ま
で
の
内
容
も
き
ち
ん
と
整
理
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

 

中
２
社
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

木　

村　
　
　

勉 

¨
地
理
は
、「
人
口
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

学
習
し
ま
す
。
現
在
、
世
界
と
日
本
の
人
口
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
「
理
解
」
し
ま
し
ょ
う
。

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
そ
の
形
、
少
子
化
と
高
齢

化
、
過
密
と
過
疎
に
つ
い
て
も
「
理
解
」
し
ま

し
ょ
う
。
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
か
？
持
続

可
能
な
社
会
は
実
現
可
能
か
？
で
き
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
解
決
策
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
「
応
用
」
に
な
り
ま
す
。 

¨
歴
史
は
、「
産
業
の
発
達
と
元
禄
文
化
」
を
学

習
し
ま
す
。
徳
川
綱
吉
と
新
井
白
石
の
政
治
に

つ
い
て
「
理
解
」
し
ま
し
ょ
う
。
産
業
の
発
達

は
表
に
ま
と
め
る
と
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
都

市
と
交
通
は
地
図
を
見
な
が
ら
「
理
解
」
す
る

こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。
元
禄
文
化
は
井
原
西

鶴
、
近
松
門
左
衛
門
、
松
尾
芭
蕉
の
３
人
を
ま

ず
は
押
さ
え
て
、
そ
の
後
の
文
化
と
区
別
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
内
容
に
つ
い
て
「
理
解
」

し
た
ら
、
問
題
を
解
い
て
「
定
着
」
を
図
っ
て

く
だ
さ
い
。

  　自己学習能力を育てよう
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中
３
英
語 

熊　

倉　

昌　

子 
¨
今
月
は
、「
現
在
完
了
」
を
学
習
し
ま
す
。
現

在
完
了
は
、「have(has)

＋
過
去
分
詞
」
の
形

で
作
り
、
用
法
は
①<

継
続
〉、
②<

経
験
〉、
③

<

完
了
・
結
果
〉
の
三
つ
の
用
法
が
あ
り
ま
す
。

①
は
「
（
ず
っ
と
）
～
し
て
い
る
」、
②
は
「
～

し
た
こ
と
が
あ
る
」、
③
は
「
～
し
て
し
ま
っ
た
」

を
意
味
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
で
使
わ
れ
る

副
詞(

句)

に
着
目
し
て
、
ど
の
用
法
の
文
な
の

か
使
い
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

¨
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
、
先
生
の
授
業
を
し
っ

か
り
聴
い
て
内
容
を
「
理
解
」
し
、
練
習
問
題

を
何
度
も
解
い
て
「
定
着
」
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

授
業
で
習
っ
た
文
法
を
使
っ
て
ス
ラ
ス
ラ
英
文

が
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
応
用
力
が
身
に
着

い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
宅
で
も
何
度
も
問

題
を
解
い
た
り
、
ノ
ー
ト
を
見
返
し
た
り
し
て

復
習
し
、
学
習
習
慣
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
数
学 

 
 
 
 
 

馬　

場　

直　

美 

¨
今
月
は
、「
平
方
根
」
を
学
習
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
平
方
根
の
意
味
と
根
号
の
使
い
方
を
「
理

解
」
し
ま
し
ょ
う
。
２
乗
す
る
と
a
に
な
る
数

を
a
の
平
方
根
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
の

２
乗
は
４
な
の
で
２
は
４
の
平
方
根
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
で
は
、
５
の
平
方
根
を
求
め

た
い
場
合
、
少
し
戸
惑
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
時

に
根
号
√(

ル
ー
ト)

を
つ
け
て
表
す
こ
と
で
求

め
ら
れ
ま
す
。 

¨
次
に
、
平
方
根
の
大
小
・
有
理
数
と
無
理
数

・
√
の
数
の
変
形
・
分
母
の
有
理
化
・
根
号
を

含
む
式
の
計
算
な
ど
を
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
決
ま
り
ご
と
や
計
算
の
ル

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
「
理
解
」
し
、

た
く
さ
ん
の
問
題
練
習
で
「
定
着
」
を
図
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
単
元
は
、
次
の
２
次
方
程
式

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
し
っ
か
り
学
習
し
て
身

に
着
け
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
国
語 

三　

垣　

博　

司 

¨
今
月
は
、「
小
説
文
の
読
解
」
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
テ
ス
ト
問
題
を
解
く
た
め
に
文
章
を

読
む
場
合
は
、
た
だ
読
む
だ
け
で
は
い
け
ま
せ

ん
。
作
戦
を
立
て
て
読
み
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
の
作
戦
と
し
て
、
主
人
公
と
周

り
の
登
場
人
物
の
性
格
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
主
人
公
の
心
情
の
変
化
を
と
ら
え
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
、「
少
し
気
持
ち
が
晴
れ
て
前

向
き
に
な
れ
た
瞬
間
」
を
読
み
逃
さ
な
い
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、「
性
格
を
つ
か
む
」
こ
と
で
、

と
ら
え
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。 

¨
二
つ
目
の
作
戦
と
し
て
、
そ
の
場
の
天
気
な

ど
環
境
設
定
に
も
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
暖
か
い

春
の
日
差
し
が
心
地
よ
い

状
態
か
ら
、
風
が
吹
き
出

し
て
空
が
曇
っ
て
き
た
ら
、

そ
れ
は
よ
く
な
い
こ
と
が

起
こ
る
前
兆
の
可
能
性
が

大
き
い
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の

二
つ
の
作
戦
で
読
解
を
進

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

                                     
 

中
３
理
科 

小　

島　

佑　

介 

¨
今
月
は
、「
水
溶
液
と
イ
オ
ン
」
を
学
習
し
ま

す
。
水
に
溶
か
し
た
と
き
、
水
溶
液
に
電
流
が

流
れ
る
物
質
を
電
解
質
と
い
い
ま
す
。
電
解
質

の
水
溶
液
中
で
は
、
電
気
を
帯
び
た
粒
子
で
あ

る
イ
オ
ン
が
自
由
に
動
い
て
い
ま
す
。
こ
の
単

元
で
は
、
イ
オ
ン
を
表
す
化
学
式
を
覚
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
陽
イ
オ
ン
と
陰
イ
オ
ン
の
種

類
を
「
理
解
」
し
、
繰
り
返
し
書
い
て
「
定
着
」

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ダ
ニ
エ
ル
電
池
の

化
学
変
化
を
、
イ
オ
ン
の
化
学
式
で
説
明
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
各
実
験
の
注

意
す
る
点
な
ど
も
き
ち
ん
と
「
理
解
」
し
て
く

だ
さ
い
。 

¨
こ
の
単
元
の
内
容
は
、
定
期
テ
ス
ト
は
も
ち

ろ
ん
、
高
校
入
試
に
も
出
題
さ
れ
ま
す
。
苦
手

意
識
を
持
た
ず
に
、
覚
え
る
べ
き
化
学
変
化
、

イ
オ
ン
の
化
学
式
、
電
池
の
し
く
み
を
正
し
く

「
理
解
」「
定
着
」
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
社
会 

前　

原　

圭　

太 

¨
今
月
は
、「
現
代
社
会
の
特
色
と
私
た
ち
」
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
こ
の
分
野
は
、
公
民
で

は
初
め
て
学
習
す
る
単
元
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、

地
理
や
歴
史
の
学
習
で
既
習
し
た
語
句
な
ど
も

多
く
出
て
き
ま
す
。
既
習
の
語
句
は
、
説
明
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
歴

史
の
最
後
で
触
れ
た
持
続
可
能
な
社
会
、
地
理

の
学
習
で
触
れ
た
食
料
自
給
率
、
少
子
高
齢
社

会
、
情
報
通
信
技
術
な
ど
の
語
句
は
、
公
民
で

も
重
要
で
す
。 

¨
少
し
前
の
入
試
で
は
、
こ
の
単
元
は
あ
ま
り

触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
分
野
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
数
年
の

入
試
に
お
い
て
は
、

出
題
さ
れ
る
機
会

が
比
較
的
増
え
て

い
ま
す
。
現
代
社

会
に
お
け
る
課
題

な
ど
を
常
に
意
識

し
な
が
ら
学
習
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

高
校
英
語 

福　

岡　

正　

樹 

¨
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
る
と
、
い
よ

い
よ
１
学
期
中
間
テ
ス
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
定

期
テ
ス
ト
で
よ
い
成
績
を
取
れ
る
か
ど
う
か
は
、

試
験
前
の
「
事
前
準
備
」
が
ど
こ
ま
で
で
き
て

い
る
か
で
決
ま
り
ま
す
。 

¨
高
１
生
は
、「
完
了
形
」
の
単
元
を
学
習
し
ま

す
。
英
語
は
日
本
語
よ
り
も
時
制
の
概
念
が
細

か
く
分
か
れ
て
い
ま
す
。
中
３
で
「
現
在
完
了

形
」
を
学
習
し
ま
し
た
が
、
高
校
で
は
「
過
去

完
了
」「
未
来
完
了
」「
完
了
進
行
形
」
と
時
間

の
幅
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
基
礎
に

な
る
の
は
中
学
校
で
学
習
し
た
「
現
在
完
了
形
」

で
す
。
復
習
を
し
て
か
ら
授
業
に
臨
み
ま
し
ょ

う
。 

¨
高
２
生
は
、「It

…that

～
構
文
」
を
学
習

し
ま
す
。
こ
の
形
は
「
形
式
主
語
構
文
」
や
「
強

調
構
文
」
に
な
り
、
毎
年
大
学
入
試
に
お
い
て

識
別
問
題
と
し
て
よ
く
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
構
文
の
働
き
と
特
徴
を
「
理
解
」
し
た
上
で
、

識
別
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、「
識
別
問
題
」
を
繰
り
返
し
演
習
す
る
こ

と
で
「
定
着
」
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

¨
高
３
生
は
、
５
月
末
に
共
通
テ
ス
ト
に
向
け

た
マ
ー
ク
模
試
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
月

は
、「
共
通
テ
ス
ト
英
語
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）」

の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト

は
、「
読
む
力
」
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
テ
キ
ス
ト
（
文
献
や

資
料
文
）
を
読
み
、
正
し
い
情
報
を
論
理
的
に

読
み
取
る
力
、
事
実
や
意
見
を
整
理
す
る
力
、

テ
キ
ス
ト
の
構
成
を
理
解
す
る
力
、
テ
キ
ス
ト

の
内
容
を
理
解
し
要
約
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
日
頃
か
ら
ま
と
ま
っ
た
量
の
英
文
を
読
む

こ
と
で
、
読
む
ス
ピ
ー
ド
や
読
解
の
コ
ツ
を
身

に
着
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

高
校
数
学 

廻　

谷　

紀　

行 

¨
高
１
生
は
、
数
学
Ⅰ
「
２
次
関
数
」
を
学
習

し
ま
す
。
中
３
で
学
ん
だ
内
容
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
、
最
大
値
や
最
小
値
・
２
次
方
程
式
や
２

次
不
等
式
に
つ
な
げ
て
い
く
、
数
学
Ⅰ
の
最
重

要
単
元
で
す
。
発
展
ま
で
い
く
と
難
し
い
問
題

も
多
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
の
「
理
解
」「
定

着
」
が
そ
の
ま
ま
共
通
テ
ス
ト
や
大
学
入
試
に

影
響
し
ま
す
。
グ
ラ
フ
の
イ
メ
ー
ジ
を
常
に
頭

に
お
き
な
が
ら
、
問
題
演
習
を
重
ね
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。 

¨
高
２
生
は
、
数
学
Ⅱ
「
指
数
関
数
」
を
学
習

し
ま
す
。
実
数
の
累
乗
が
定
義
さ
れ
、
中
学
校

で
学
ん
だ
指
数
法
則
が
有
理
数
、
そ
し
て
実
数

へ
と
拡
張
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
累
乗
根
と
い
う

新
し
い
概
念
も
登
場
し
、
計
算
が
よ
り
煩
雑
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
計
算
問
題
を
い
つ
も
よ
り

多
く
こ
な
し
て
「
定
着
」
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
後
半
で
は
グ
ラ
フ
・
方
程
式
・
不
等
式

・
最
大
最
小
と
関
数
の
単
元
で
は
定
番
の
流
れ

に
な
り
ま
す
。「
底
を
そ
ろ
え
る
」
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
意
識
を
持
っ
て
解
法

の
「
理
解
」
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

¨
高
３
生
で
理
系
の
人
は
、
数
学
Ⅲ
「
関
数
」「
関

数
の
極
限
」
を
学
習
し
ま
す
。
ま
ず
は
分
数
関

数
・
無
理
関
数
の
定
義
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
を
「
理

解
」
し
、
グ
ラ
フ
が
素
早
く
か
け
る
よ
う
に
練

習
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
あ
と

の
逆
関
数
・
合
成
関
数
は
主
に

概
念
の
話
に
な
り
ま
す
。
先
に

つ
な
が
る
内
容
で
す
の
で
、
き

ち
ん
と
「
理
解
」
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
関
数

の
極
限
で
は
、
今
ま
で
に
習
っ

た
す
べ
て
の
関
数
に
つ
い
て
、

極
限
の
考
え
を
導
入
し
ま
す
。

数
列
の
極
限
の
と
き
と
同
様
に
、

考
え
方
・
求
め
方
の
パ
タ
ー
ン

を
一
つ
一
つ
確
実
に
「
理
解
」・

「
定
着
」
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

  　自己学習能力を育てよう

高 

校 

部
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　 雀宮校では、自ら学ぶ姿勢を大切にしています。できるようになるまで繰り返し問題を解く、知らないことはまず自分で辞
書や用語集で調べる、この２つがとても重要です。自己学習能力は今後の人生の糧となります。ぜひ身につけましょう。　

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    　   　 　 　 　 　 　 　 雀宮校　 高橋　 則文

  　塾 生 の ひ ろ ば

◆学校や塾で習ったことをその日のうちに１時間くらい復習

します。また、これから学習する内容を予習して授業に臨
んでいます。 

中２　 Ｓ・Ｋ 
                                         

◆多く勉強する日を火曜日と金曜日と決めて、メリハリを
つけて学習しています。最近は、普段から集中して勉強す

る習慣をつけようと意識しています。 
中２　 Ｎ・Ｋ 

◆私は時間を決めて場所を変えながら勉強しています。

この勉強の利点は、移動することで、短時間で集中した
勉強を繰り返し行えることです。 

高２　 Ｍ・Ｋ 
                                         

◆私は、勉強時間の確保と各教科の予習・復習を徹底
しています。朝の30分間は、単語帳を見る時間、数学は

復習、英語は予習に重点を置いています。 
高２　 Ｈ・Ｓ 

◆私は勉強方法がまだはっきりしていません。だから、今
は、日々勉強方法を探しています。それもまた勉強の一

つだと考えています。 

中２　 Ｆ・Ｍ 
 

◆私の勉強方法は、問題集を何回も解くことです。特に
社会と理科は暗記が多いので、何回も解いて覚えたり、

赤シートで隠したりしながら勉強しています。 
中２　 Ｋ・Ｓ 

 
◆わからない単元やその日に習った単元、難しい問題を

中心に勉強しています。先に勉強時間と休憩時間を決
めて取り組んでいます。 

中２　 Ｋ・Ｋ 

◆私の勉強方法は、わからない問題でも、一度はその問
題に挑戦して考え、その後に理解できるまで何度も解き

直すことです。 
中３　 Ｋ・Ｎ 

 
◆ワークを必ず３周は行い、間違えたところやわからないと

ころは教科書やKeyワークなどを使い、繰り返し勉強して
います。 

中３　 Ｕ・Ｙ 

◆私は、テストの日から逆算をして、いつからいつまでにど
こまで勉強を進めておけばよいか学習計画を立てて勉強

に取り組んでいます。 
中３　 Ｎ・Ｙ 

 
◆ワークをひたすら行っています。私は社会が苦手なの

で、特に社会のワークは黙々と解くことを心掛けています。 
中３　 Ｙ・Ｓ 

◆数学、英語、国語はノートにワークを１周解いて、間違

えた問題を解き直します。理科と社会も同様に解き、終
わったら目で見て解くことを繰り返します。 

中３　 Ｔ・Ｈ 
 

◆塾の宿題プリントや学校のワークを何度も復習をした
り、同じ内容の問題を何回も解き直したりしています。 

中３　 Ｋ・Ｙ 

◆教科書の重要な語句の確認をもれなく行ったり、ワー
クを解いたり、友達に問題を出してもらって復習をしたりし

ています。 
中３　 Ｍ・Ｙ 

 
◆まずワークをひたすら解き、わからないところは赤で直し

ます。２周目は間違えたところをもう一度解きます。追加
でプリントをやると効果的です。 

中３　 Ｉ・Ｔ 
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５月日程表

１ 木

２ 金

  憲法記念日 
３ 土  

栃木放送開倫塾の時間

４ 日 みどりの日

５ 月 こどもの日

６ 火 振替休日

７ 水

８ 木

９ 金

  月例テスト 
10 土  

栃木放送開倫塾の時間

11 日 群馬県統一テスト(中３)①

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土 栃木放送開倫塾の時間

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

  開倫模試(全塾生 北関東 東京) 
24 土  

栃木放送開倫塾の時間

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木 開倫塾模擬授業大会

30 金

  第１回英検１次 
31 土  

栃木放送開倫塾の時間

※３月31日現在の予定です。 

 

学力の向上を目指して… 

私の勉強方法　 No.197 
 

作新学院高等学校(雀宮校) 3年  

Ｔ・Ｈ  

 

１．限界まで解く 

　私の勉強方法は、３つあります。１つ目は、自分
の限界まで解いてから先生に聞くことです。まずは
自分で解き、分からない部分を明確に
し、それからその部分の細部まで指導
してもらいます。そこでのポイントや
解き方をもとに、すぐに自分一人で解
いて定着しているかを確かめます。そ
して、次の日にもう一度解き直します。
テストで類題が出た場合も解けるよう
に気をつけています。 

 

２．スキマ時間を活用する 

　２つ目は、スキマ時間を活用して日常生活に学習
を取り入れることです。例えば、通学時間に聞く読
書を使い、様々な書籍に触れています。 

　英語では、ガッツリ勉強する以外に、日本語で知
っている作品を英語で読んで、日
常生活においても英語に触れる機
会を増やすように心掛けています。
息抜きにもなり、自然と身につい
ていると感じます。 

 

３．勉強アプリを取り入れる 

　３つ目は、スマホゲームや SNS を見る時間を勉強
アプリに置きかえることです。SNS では、海外の方
と話したり、帰国子女の友達に英語で用件を送って
もらったりしています。スマホに触れる機会が多い
からこそ勉強アプリを積極的に取り入れて、英語を
熱心に学習しています。 

　また、SNS を通じて友達が作りやすい時代なので、
共通の趣味を持つ友達とはお互いの言語で話すこと
で、会話表現や新しい言い換え
を知ることができます。 

　これらをすることで、学習へ
の向上心や興味関心が湧いてき
て、勉強に取り組む時間が増え
ました。 

 

　CRT 栃木放送｢開倫塾の時間｣・ラジオ栃木放送(1530kHz、1062kHz、864kHz http://www.crt-radio.co.jp/)毎週土曜日午
前９時15分～25分。塾長林明夫が、塾生だけでなく社会人も含めて一生涯活用できる「効果の上がる勉強方法とは何
か」をテーマに、39年間語り続けている世界に１つしかないラジオ番組です。 


